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小学校理科における安全学習の在り方 

- 危険予測,回避の力を育てる教材の開発 -

柿原 聖治 高原 芳明*

これまでの研究では,理科の学習における事故の発生状況の調査と分析,学習指導要領及

び教科書における安全学習に関する記述の抽出と分析を行った｡ J'''L

本研究では,現状分析を通して小学校理科における安全学習の現状と問題点を把握すると

ともに,安全学習の今後の在り方について考察した｡また,安全学習における支援の一例と

して,子どもの危険予測,回避の力を育てる教材 (デジタルコンテンツ)の開発を試みた｡ 
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1.はじめに 疾病の概況)｣によれば,平成 15年度に,医療機関

小学校理科では,観察,実験,飼育,栽培など, において 5,000円以上の費用を要した負傷事故災害

自然の事物 ･現象への意図的な働き掛けが重視され の発生件数及び加入者あたりの発生率は,表 1の通

る｡教師には,それらの活動を安全に行うための適 りである‥号)｡理科の学習中の負傷を伴う事故災害が,

切な指導と十分な配慮が要求されることは言うまで 小学校段階から学校種を問わず発生していることが

もない｡しかし,現実には様々な事故の発生が新聞 分かる｡ 発生率を小 ･中学校で比較すると,小学校

等で報道されている｡ での発生率が中学校での発生率を上回っている｡ 

このような状況の中,小学校理科における安全学 (高等学校の理科は,学校種や選択教科によって

習の現状を見直し,今後の在り方について考察する 加入者間の学習内容や実験に関わる条件が大きく異

ことは,理科教育における緊要な課題の一つである なると考え,比較の対象とはしなかった｡ )

と考えた｡

本研究では,現状分析を通して小学校理科におけ

る安全学習の現状と問題点を把握するとともに,安

全学習の今後の在り方について考察した｡また,寡 表1 負傷事故災害の発生件数･発生率(平成 15年度)

全学習における支援の一例として,子どもの危険予

調査学項
刺 ,回避の力を育てる教材 (デジタルコンテンツ ) 発生件数 発生件数 発生率 

の開発を試みた｡ 校種目 加入者数 (人 ) 全体の(件 ) 理科の学習中(件 ) (1万人あたり.件) 

′J､学校 7,251.842 482.991 2.575 3.6

2 現状分析 中学校 3.765,321 411,485 750 f 2.0

2.1 理科の学習における事故の発生状況 

2.1.1 資料 『学校管理下の災害』に基づく分析

｢学校管理下の災害 -20 -基本統計 - (負傷 ･
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2.1.2 調査 ｢実験における事故体験｣に基づく 2.2.2 教科書の記述分析

分析

岡山大学学生を対象に,事故体験に関するアンケ

ート調査を行った｡これは,理科の学習中における

事故体験を自由記述により調査したものである｡ 得

られた96件の事例を学校種ごとに整理 して示せば

表 2の通りとなる｡ 事例件数は各学校種に分散して

おり,小学校の事例件数は中学校の 2倍以上の数値

を示している｡ これらの結果はいずれも, 2.1.1

に示す結果を補完するものであると考えられる｡ 

(調査に当たり,教科書で扱われる観察 ･実験の

数を調査した｡その結果,小 ･中学校間の教科書で

扱われる観察 ･実験の数には大幅な差がないことを

確認している｡また,高等学校及び大学については, 

2.1.1に示した理由から比較の対象としなかった｡)

表 2 学校種ごとの事例件数 

7,J､学校 中学校 高等学校 大学

小学校での観察 ･実験は,簡便で安全性の高いも

のが用いられるよう配慮されている｡ にもかかわら

ず,小学校で多くの事故が発生している事実は看過

できないものと考えた｡ 

2.2 小学校理科における安全学習の取扱い 

2.2.1 学習指導要領の記述分析

学習指導要領における安全に関する記述は表 3の

通 りである｡ ｢安全｣に関する記述は ｢目標｣や

｢内容｣ではなく,｢内容の取扱い｣に位置付けられ

ている4'｡

表 3 学習指導要領における安全に関する記述

第 3 指導計画の作成と各学年にわたる内容の取扱い

第 2の内容の取扱いについては,次の事項に配慮す

るものとする｡ 

2(1) 観察,実験,栽培,飼育及びものづくりの指

導については,指導内容に応じてコンピュータ,

視聴覚機器など適切な機器を選ぶとともに,その

扱いに慣れ,それらを活用できるようにすること｡

また,事故の防止に十分留意すること｡

｢小学校学習指導要領解説 理科編｣には,22点

の安全学習に関わる記述が見られた｡その大半は教

師に求められる管理上の留意点や,指導上の配慮に

ついての記述であり,児童-の直接の指導を謳った

記述は 4点のみである5'｡ 

すべての小学校の理科の教科書 (平成 17年度版 

6社)から,443点の安全に関する記述を抽出した｡

抽出した記述をその文意ごとに次に示す 5種類に分

類することを試みた｡ 

O｢禁止｣
危険が予想される行為の禁止や制限 

O｢指示｣
実験器具の正しい使用方法の説明や指示 

O｢注意喚起｣
事故の可能性を示唆し,注意を喚起する記述 

O｢使用推奨｣
観察や実験に適した服装や装具の使用を推奨す

る記述 

O｢問題提起｣
実験道具の状態や設定を自分の目で確認した

り,実際に器具を操作して練習したり,起こり

得る危険を予測したりすることを促す記述

抽出した記述を文意ごとに整理して示せば表 4の

通りとなる｡ 各学年とも ｢禁止｣｢指示｣を文意と
する記述が圧倒的に多く,全体では約 8割を占めて

いることが分かった6 11)ト ｡

表 4 文意ごとの記述数

文意禁止 指示 注意 使用 問題
3学年 1 48 6 5 l 7 066

計

5学年 0 0528 7 17 12 7

6学年 58 1 59 33 3 0153

児童全員が共通して使用する教科用図書としての

性格を考えると,この結果は,実際の指導に大きく

影響しているものと思われる｡ 

3 小学校理科における安全学習の在り方

現状分析の結果から,小学校理科における安全学

習は,教師の配慮事項として位置付けられており,

主に ｢禁止｣や ｢指示｣の立場で取扱われている可

能性が高いことが分かった｡

これに対して ｢生きる力をはぐくむ学校での安全

教育｣には,教科学習に位置付けられる安全学習の

ねらいが次のように示されている12'｡

｢安全に関する基礎的 .基本的事項を系統的に

理解し,思考力,判断力を高めることによって,

安全について適切な意思決定をすることができ 
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この資料からは,教科における安全学習では,辛

故防止のための基本的な知識理解に加え,子どもが

自ら安全を意識 して行動するための思考力や判断

力,さらには意思決定を行う力の育成までもが求め

られていることが分かる｡ これは,小学校理科にお

ける安全学習の現状と,教科教育に求められている

安全学習の在り方との間に隔たりがあることを示す

もので,現状の問題点はこの点にあると考えられる｡

事故の防止を直接的な目的とする教師の配慮と,

安全に関わる子ども自身の力の育成を目的とする安

全学習とは,本来,互いに補完関係にあるべきであ

る｡ 本研究では,今後の小学校理科における安全学

習の在り方を次のように考えた｡ 

(1) 安全に関わる力を,学習を通して身につける

置付けること｡ 

(2) 学習を通して,次の 3つの力を育てること｡ 

①	 安全についての基礎的 ･基本的な事項を理

解する力 

② 安全について適切に思考,判断する力 

③ 安全を第一に考えた意思決定 ･行動選択を

険を全員参加で話し合い,危険に対する感受性を鋭

くすることを目的としており,多くの職場で実践さ

れている｡ また, m の有用性に着目した全国子ど
も会連合会では,昭和 60年から安全教育推進委員

の研修会で取 り上げ普及に努めている｡ 現在では全

国の子供会活動にも導入されており,活動の安全に

効果を挙げている 1'5｡
これらの方法に共通しているのは,子ども (主体

者)自身が予想される危険に対して主体的に向き合

うことを通して,危険に対応する力を身につけるこ

と目的としている点である｡ これは,本研究におけ

る教材開発の基本的な考え方と合致するものである

と考えた｡これらを参考に,教材開発を試みた｡ 

2.
4
 基本的な考え方べき子どもの力として,教科の目標や内容に位

開発した教材の目標及び構成は以下の通り｡ 

(1) 目標

観察 ･実験を通して,安全に関する基礎的 ･基

本的事項を系統的に理解し,思考力,判断力を高

めることによって,安全について適切な意思決定

や行動選択をする力を育てる｡ 

する力 2() 教材の構成 

① 安全についての基礎的 ･基本的な事項を理

4 教材開発 解する力を育てる段階 

このような考えに基づく安全学習の具体的な支援 ② 安全について適切に思考,判断する力を育

の一例として,教材開発を試みた｡ てる段階 

1.
4
 先行研究 ･他領域での実践 ③ 安全を第一に考えた意思決定 ･行動選択を

教材開発に先立ち,理科における安全学習に関す する力を育てる段階

る先行研究や,他領域において既に実践され,成果 それぞれの段階で,子どもが,安全について主体

をあげている安全学習の方法を調査した｡ 的に向き合うことを繰り返すことで,安全に関わる

子ども自身の力を育てることができると考えた｡ 中村重大 氏は,｢自作 ngrah dazars d wi による児
童 ･生徒の加熱実験操作に関する安全意識調査｣ 

43.


ngdra

)で,安全教育の導入の

実験中の様子を表す示す絵を示し,そこに潜む危険 開発に当たっては次のような手順を追った｡ 

wi の活用の有効性を述

0891( 手段として,加熱 開発の手順一

(1) 先行研究 ･他領域での実践の調査 を指摘する h dazars

べている 1'3｡ 2() 観察 ･実験における危険の要素の抽出 

文部科学省の ｢交通安全に関する危険予測学習教 (3) イラストレーションの検討 

4『次はどうなる ?』｣ (平成 1年 3月)では,交

通安全教育の新しい教育内容 ･方法として ｢危険予

測｣が提起きている｡ この教材は,危険を含んだ場

面のイラストを元に,子どもたちがそこで生じうる

危険状況をイメージし,皆で考えを述べ合いその危

険にどのように対処すればよいかを話し合う参加型

学習の教材である｡ 既に全国の小学校に配布され,

材 4() イラス トレーションの制作 

(5) ページの構成の検討 

(6) ページの制作 

(7) ページの暫定公開と部分修正

現在,この教材は,岡山大学教育学部理科教育講

座,理科教育学 Ⅰ研究室のホームページ内におい

て公開中である｡ 

44.

T (危険予知訓練 キケンの K ヨチの Y ト 図 1に示す｡ 

交通安全学習に効果を上げている1㌔ ページの構成

YK

5 ページの内容

による新しい安全教育の方法である｡ 職場に潜む危 図2に概要を示す｡

レーニングの T)は,中央労働災害防止協会の提唱 4.
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図 1 ページの構成 

4年生ではアルコ--ルランプなどの 火 市ゝ
をあつかう実検器具を使います.

安全な実験のために
特に注意が必要です L

舶 とこが危険なのか,考えてこらん

娼 絵の中で T危ないぞn｣と思う
ところを マウスでクリック

してみようー

図 2 ページの内容 (第 4学年の例
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危険が予想される場面を探し出し.画面上
でクリックすると,その場面が切り出され,
拡大表示される｡
子どもの意識を焦点化するための手立て｡

と､が危険 ?
どうLr危険 ?
どうすれば '#全か fi?

みんなで話し合 -).I1ら,
画面をクリックしてみよう.
ヒ二ノトがlTJてくるまq

危険の要素(この例では,髪の毛,実験器
具)を,さらにピンポイントでケノックすると,
予想される危険や危険に対応するための
ヒントアドバイスなどが,付萎紙様のメッ
セージに表示される｡

概要) 
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5 今後の課題

研究の今後の課題として次の点を挙げる｡ 

(1) 開発した教材を活用した授業実践

この教材を位置付けた単元を構成し,授業実

践を通して,教材の有用性 と有効な活用方法を

検討する｡ 

()さまざまな危険要素への対応2

学習を取 り巻く環境や子どもの実態によって

変化する危険要素に対して柔軟に対応できるよ

う,教材を改善する｡ 

(3) 安全学習を位置付けた学習過程の確立

研究で述べた安全に関わる 3つの力は,各学

年の指導において,共通して繰 り返し行われる

ことによって身に付 くものであると考える｡ 安

全学習を,学習全体の過程に習慣的に位置付け

る指導の在 り方について実践を通 してさらに研

究する｡ 

6 あわりに

生涯にわたって安心 ･安全な生活をするための力

は ｢生きる力｣そのものであり,これを育成するこ

とが学校教育の目標であると言っても過言ではな

い｡日常生活において,物との関わりが原因で,千

どもたちが被害者となる事故は多数報告されてい

る｡ 事物 ･現象とのかかわりを通して,科学的な見

方や考え方を養う理科の学習において,｢安全｣を

教科の目標や内容に位置付け,子どもに危険予測,

回避の力を育てることは,教科の本質的な使命の一

つであると考えるべきである｡

また,本研究で取 り組んだ教材開発は,｢子ども

が実験場面の状況を把握 し,危険を予測 し,これを

回避するために主体的に行動するための手がかりを

提供する｣ことを基本的な考え方としている｡ 従来

行われてきた安全学習によって身につけたことを判

断基準としながら,子どもの安全意識を高め,安全

を重視した意思決定や行動選択をする力を育てるこ

とは,単に事故の防止に与するのみではなく,理科

において最も重視すべき直接体験に基づ く学習効果

の向上にも資することができると考えている｡

本研究を契機とし,理科教育における安全学習の

在り方について,指導の現場において,実践を通し

てさらに研究を深めたい｡ 
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